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第1章 はじめに 

 背景 

 言語の共通性と新規性 

Shannon, 1948

C



 複合語が持つ意味の創発性 

 目的 



 

 

 

 手法 



 本章の構成 



第2章 関連研究と本研究の位置づけ 

 コーパス言語学 

 コーパス言語学を採用するメリット 



 コーパスとはなにか 

 

 

 

 

 

 ウェブ上のテキストデータを利用したコーパス言語学 



 言語の共通性と新規性 
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 LDA について 

 

 

 



第3章 手法 

 新語の複合語の取得 

 商品名の取得 

 特許情報プラットフォーム 

 取得 



 構成語に分解 

 形式分析の手法 

 形式の共通性・新規性 

 評価データ準備 



 評価 

 形式の共通性 



 形式の新規性 

 意味分析の手法 

 意味の共通性 



 意味の新規性 

 意味分析のためのコーパス作成 

 

 

 

 





 意味分析の評価 

 意味の共通性の評価 

 意味の新規性の評価 

 

 



 出現回数を利用した意味検出法 

 LDA を使用した意味検出法 



第4章 実験・評価 

 形式面の分析 

 共通性 



 新規性 





 意味面での分析 

 共通性 





 新規性 
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 LDA を使用した意味検出法 
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第5章  議論 

 まとめ 

  今後の課題 

 新語の定義 

 実際に普及した新語の取得 



 Google Trend の問題 

 均衡性の問題 

 LDA の問題 



第6章 結論 

 本論文まとめ 
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 結論 
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